
施策評価シート（平成27年度評価実施） 担当部課名 関連部課名

美しい自然を未来につなぐまちづくり【環境・生活基盤】

水資源

施策が目指す蒲郡市の将来の姿

●安定した水源の確保に努めています。

●「安心」「安定」「持続」「環境」に取り組んだ水の供給をしています。

●節水意識の向上により、渇水に強いまちになっています。

◆具体化した施策の取り組み実績

1　水源の確保・安定給水

2　節水型まちづくり対策

3　健全で開かれた経営

平成26年度実績

上下水道部
水道課

基本目標

施策名

安心・安定かつ環境に配慮した水の供給にむけて、水源の確保や水道施設の計画的な維持管理、多様化したニーズ
に対応する健全かつ効率的な水道事業の運営、雨水や井戸水などを利用した節水型のまちづくりなどの取組を推進し
ます。

6件8件 10件

平成27年度計画

計装盤更新1池配水池屋根修繕1池

2,610ｍ1,453ｍ

平成25年度実績 平成26年度実績

送・配水管の整備促進

項目

配水池の維持管理 無停電電源装置更新１池

1,495ｍ

項目 平成25年度実績

3,086,836円/人

平成27年度計画

漏水防止対策の強化 調査延長L=114km 調査延長L=127km 調査延長L=140km

平成26年度実績

雨水利用簡易貯留層の促進

水道事業受付・収納等総合業務委託 63,970,200円

平成27年度計画

67,910,400円

項目 平成25年度実績

〃H22.1～H25.12長期継続契約（21名） 2,241,000円/人

67,910,400円

〃H26.1～H29.12長期継続契約（22名） 768,600円/人 3,086,836円/人



◆評価指標

◆指標の説明・考え方

◆指標の分析

◆今後の方針

施
策
の
課
題

今
後
の
施
策
展
開

指標名 区分 平成25年度 平成26年度 平成27年度 将来目標

8,825ｍ

実績値 1,168ｍ 939ｍ 平成32年度

平成32年度

収益的収支の推移
（当該年度純損益）

目標値 126,000千円

西部幹線の更新・耐震化
（ΣＬ=16,090ｍ）

目標値 860ｍ 1,040ｍ

目標値

158,000千円 30,000千円

実績値 108,838千円 173,087千円

今後の給水人口、水需要の減少の中でも安定した収支を維持していく。

実績値

Ａ：目標達成に向けて計画どおり進行している。

施策の
進め方 Ａ：現状のままでよい。

コメント

・西部送水管の更新・耐震化により、各配水池（配水ブロック）への安定給水。
・健全経営のための黒字体質の維持。

指標名 説明・考え方

西部幹線の更新・耐震化 西部方面基幹送水管の更新・耐震化により、防災に強い管路を構築し安定給水を図る。

収益的収支の推移

施策の
進捗状況 Ｂ：目指す将来像実現に向けておおむね計画どおり進行している。

ハード面（管路更新・耐震化）での進捗率の向上を目指す。

・将来目標（H32）の時点で更新率が54％程であり、更新期間が長期となる。
・給水人口の減少、景気の停滞などによる水需要の減少で給水収益が減少傾向である。

コメント

水道事業の使命は、安全な水を安定的に、しかもできるだけ安価に供給することにある。
現在、積極的にピークカットを行い県からの受水費を抑えるなどの経費節減に努め健全経
営を維持しているが、一方では老朽管路等の更新及び耐震化が進んでいない状況にあ
る。今後は、人口減少等により給水収益が減少していく中で、より一層設備投資をしていか
なければならないため、更なる経営改善、事業量の平準化が求められる。また、漏水事故
等に迅速に対応するためには豊富な経験が不可欠であり、ベテラン職員の育成にも努め
ていく必要がある。

部長評価

・主要幹線管路早期更新に向け、事業計画に基づき集中的な事業展開を図る。
・送水管、老朽管の更新による事業費が増大していく中で健全経営を維持していくため、補助事業の積
極的な活用を図り、借入金に頼らず経営できるよう経営体力を維持する。

課長評価

構成事業の
進捗状況


